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飛驒高山ウルトラマラソンは６月８日�������5

飛驒高山ふるさと基金を活用したまちづくり� ��6

みんなが主役のまちづくり「町内会」����� 7〜9

後期高齢者医療制度からのお知らせ������ 11
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荘川桜ライトアップ
　御母衣ダム湖岸に立つ2本の老桜は、ダ
ム建設により湖底に沈む運命にありました
が、桜を愛する人々の手によりこの地に移
され「荘川桜」と名付けられました。
　荘川桜は、そんな人々の心に応えるかの
ように、今も美しい花を咲かせます。

5月3日撮影：荘川町中野
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●再生可能エネルギー

大規模
水力発電

大規模
地熱発電海洋エネルギー

熱
利
用
分
野

発
電
分
野

●新エネルギー

太陽熱利用
バイオマス熱利用
温度差熱利用
雪氷熱利用

太陽光発電
風力発電
バイオマス発電
中小規模水力発電
地熱発電

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
日
本
一
の
環
境
都
市
を
目
指
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況

高
山
市
の
状
況

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

　
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
地
域
特
性
を
最
大
限
に
活
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
た

め
、「
高
山
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
高
山
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
現
状
と
今
後
の
目
指
す
姿
・
目
標

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
お
り
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
安
定
的
か
つ
継

続
的
に
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
大
規
模
な
原
子
力
発
電
所
や
火
力
発
電
所
な

ど
に
よ
る
一
極
集
中
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
が
構
築
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
契
機
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
加
速
化
や
一
層
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
図
書
館
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
で
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
「
お
は
な
し
ネ
ッ

ト
・
こ
と
だ
ま
（
代
表
・
常
じ
ょ
う
こ
う光
亮り
ょ
う
こ子
さ
ん
）」
が
、
平
成
26
年

度
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
市
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で
も
活
躍
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
学
習
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
た
め
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

國
島
市
長
に
受
賞
報
告
の
た
め
４
月
25
日
、
市
役
所
を

訪
れ
た
常
光
さ
ん
は
「
絵
本
は
親
子
が
時
間
と
感
動
を
共
有

で
き
る
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
。
絵
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
各
家
庭
で
読
み
聞
か
せ
を
実
践
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
子
育
て
も
楽
し
く
な
る
の
で
は
」
と
絵
本
の
魅
力
を
語

り
ま
し
た
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
状
況

　

市
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、平
成
22

年
度
に
お
い
て
約
28
万
ｋ
ℓ（
原
油
換
算
）

で
あ
り
、そ
の
う
ち
、電
気
が
約
60
％
、ガ

ソ
リ
ン
が
約
17
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
状
況

　

市
内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況

は
、
平
成
22
年
度
に
お
い
て
市
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
0.5
％
に
相
当
し
ま
す
。

　

国
内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
が
約
3.7
％
で
あ
る
の
と
比
較

す
る
と
、ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
に
代
わ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、
導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
特
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
法
律
で
定
義
さ
れ
た
、
太
陽
光
発
電
や
小
水

力
発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
に
役
立
つ
技
術
と
し
て
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
な
ど
の
「
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利

用
技
術
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
開
発
や
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
合
先
生
涯
学
習
課  

☎
35-

３
１
５
５

POINT

平成26年度子どもの読書活動優秀実践団体

「おはなしネット・ことだま」
文部科学大臣表彰を受賞
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屋外防災無線の内容は電話でもご確認いただけます　☎35-6000

現在 H32

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

省エネルギーの推進

新エネ
ルギー

の推進

エネルギー消費量に
占める新エネルギーの割合

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
て

■
無
限
に
利
用
可
能

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
の
中
に
無
限
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。使
っ
て
も
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
豊
富
な
資
源

　

太
陽
や
水
、木（
バ
イ
オ
マ
ス
）な
ど

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、市
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、地
域
資
源
の
有

効
利
用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
地
球
に
優
し
い

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
量
が
極
め
て
少

な
く
、地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
地
域
の
活
性
化
を
創
出

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
む
こ
と
で
地
域
内
で
の
資
源
の

循
環
に
つ
な
が
る
な
ど
、地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

公
共
施
設
や
住
宅
、事
業
所
な
ど
、市
全
域
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
る
自
給
率
の
向
上
と
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
を
図

り
ま
す
。

■
地
域
産
業
の
発
展

　

地
域
産
業
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
事
業
展
開
を
促
進
し
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か

し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
す
す
め
ま
す
。

■
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　

地
域
が
協
力
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
し
、地
域
活
性
化
や

誘
客
な
ど
に
活
用
す
る
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
自
立
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築

　

地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
自
立
化
や
分
散
化
を
促

進
す
る
こ
と
で
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

問
合
先
環
境
政
策
推
進
課  

☎
35-

３
５
３
３

新エネルギービジョンの目指す姿（将来像）

市民誰もが身近で豊かな自然を利用
し、自然エネルギーの利用による暮ら
しの豊かさを実感できる自然エネル
ギー利用日本一の都市

平成32年（2020年）度までの目標値
●新エネルギーによる電力の創出

90,000MWh／年
（市民一人当たり1MWh／年）

●化石燃料から新エネルギーへの転換
9,000kℓ（原油換算）／年

（市民一人当たり100ℓ（原油換算）／年）

　

雨
が
多
く
な
る
こ
の
時

期
は
、土
砂
災
害
の
発
生

が
心
配
さ
れ
ま
す
。市
で

は
平
成
20
年
度
か
ら
、土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
た
地
域
を
対
象

に
、土
砂
災
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
土
砂
災
害
・

全
国
統
一
防
災
訓
練
は
荘

川
地
域
で
実
施
し
ま
す
。

日
時
　

6
月
1
日
㈰  

午
前
8
時
〜
正
午

場
所
　
荘
川
体
育
館
、黒
谷
公
民
館（
荘
川
町
黒
谷
地
区
）

主
な
訓
練
内
容
　
避
難
所
ま
で
の
避
難
訓
練
、避
難
行
動
要

支
援
者
の
避
難
誘
導
、ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
活
用
し
た
災
害
図
上

訓
練
、炊
き
出
し
訓
練
、応
急
手
当
訓
練
、水
防
訓
練
ほ
か

　
当
日
は
荘
川
地
域
限
定
の
放
送
等
を
行
い
ま
す
の
で

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◎
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避
難
の
呼
び
か
け

◎
高
山
防
災
ラ
ジ
オ（
ヒ
ッ
ツ
F
M
）の
自
動
起
動
放
送

◎
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
「
安
全
安
心
」
情
報

　
の
発
信

問
合
先
危
機
管
理
室  

☎
35-

３
３
４
５

荘
川
支
所  

☎
０
５
７
６
９-

２-

２
２
１
１

早
め
の
避
難
が
身
を
守
る

荘
川
地
域
で
土
砂
災
害
防
災
訓
練
を
実
施

新エネルギーの拡大イメージ図

エネル
ギー地

産地消
の推進

省エネルギーの取り組み
エネルギー利用の効率化

新エネルギーの利用拡大
革新的なエネルギー高度利用技術の利用拡大

木質ペレット

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、市
役
所
1
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
、2
階
環
境
政
策
推
進
課
、各
支
所
地
域
振
興
課
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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講
師
　
田た
な
か中
彰あ
き
らさ
ん（
市
史
編
纂
員
）

※
少
雨
決
行
、参
加
無
料
で
す
。

申
込
方
法
　
５
月
22
日
㈭
ま
で
に

期
日　

５
月
25
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
午
前
９
時
15
分
ま
で
に
城

山
公
園
二
之
丸
管
理
事
務
所

前
に
集
合
）

　開設して11年目を迎える五色ヶ原の森（丹生川町）は、5月20日㈫
に今シーズンの開山となります。
　乗鞍山麓五色ヶ原の森は、典型的な山地林に組み込まれた渓谷
や湿原などの変化に富んだ環境から、多彩な生態系が凝縮されてお
り、貴重な自然景観として後世に残すべき大切な資源です。
　ぜひこの機会に豊かな自然に親しんでみませんか。

TEL

申 込
問合先

五色ヶ原の森ツアーセンター
☎ 79⊖2344

　

高
山
城
に
関
わ
る
建
物
群
や
、城

下
町
の
中
心
に
架
か
る
中
橋
に
つ
い

て
、講
師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
散

策
し
ま
す
。

　

６
月
第
１
日
曜
日
は
、高
山
市
の

「
み
ど
り
と
親
し
む
日
」で
あ
る
こ

と
か
ら
、松
倉
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

期
日　

６
月
１
日
㈰

内
容
　
午
前
７
時
か
ら
11
時
ま
で
の

間
で
、松
倉
遊
歩
道
か
ら
松
倉
山
の

山
頂
ま
で
歩
い
た
先
着
４
０
０
世
帯

の
方
に
、松
倉
シ
ン
ボ
ル
広
場
で
苗
木

を
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、緑
化
相
談
員
に
よ
る
苗
木

や
花
に
関
す
る「
緑
の
相
談
室
」も

開
設
し
ま
す
。

※
参
加
無
料
、事
前
申
込
不
要
で

　

す
。直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

飛
驒
３
市
１
村
の
特
産
品
を
は
じ

め
、越
前
市（
福
井
県
）、富
山
市
、蒲

郡
市（
愛
知
県
）な
ど
で
生
産
さ
れ

る
食
品
な
ど
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、市
内
８
カ
所
の
道
の
駅
特

産
品
販
売
や
、和
太
鼓
演
奏
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

車
の
輪
の
よ
う
に
丸
く
植
え
て
い
く

「
車
田
」の
田
植
え
を
行
い
ま
す
。当

期
日　

５
月
24
日
㈯・25
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
25
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

本
町
１・２
丁
目
商
店
街

　
　
　
（
当
日
は
歩
行
者
天
国
）

問
合
先
（
一
財
）飛
驒
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
35-

０
３
７
０

問
合
先
飛
驒
民
俗
村

☎
34-

４
７
１
１

問
合
先
都
市
整
備
課

☎
35-

３
１
７
６

申
込
・

問
合
先
（
一
財
）高
山
市
施
設
振
興
公
社

☎
32-

０
４
０
６

城
山
公
園
歴
史
散
策

「
高
山
城
と
中
橋
の
歴
史
」

第
42
回
み
ど
り
と
親
し
む
日

松
倉
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

２
０
１
４
春
飛
驒
の
味
ま
つ
り

飛
驒
の
里「
車く
る
ま
だ田
の
田
植
え
」

日
は
餅
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

期
日　

５
月
25
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
、市
内
在
住
が
確
認
で
き

　

る
も
の
を
提
示
す
る
と
入
場
無
料
で
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
８
日
に
延
期
し

ま
す
。８
日
も
雨
天
の
場
合
は
中

止
し
、代
わ
り
に
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
市
役
所
正
面
玄
関（
警
察

署
側
）に
て
苗
木
を
無
料
配
布
し

ま
す
。

乗鞍山麓五色ヶ原の森 5月20日
オープン

開催日　５月２０日㈫／６月１日㈰／６月２０日㈮／
　　　　７月３日㈭／７月２６日㈯／８月５日㈫／
　　　　８月２８日㈭／９月８日㈪／９月２３日㈫／
　　　　１０月１０日㈮
コース　シラビソショートコース約４.４km
対　象　１０歳以上の岐阜県民
参加料　大人６,０００円  小中高生５,０００円（税込）
募集人数　各日５０人（１５人以上で催行）
申込方法　事前に
※５月２０日㈫のみカモシカコース（約６.７km）を
　歩きます。

岐阜県民ツアー開催

新緑のイベント情報
飛驒高山から元気を発信！

TEL
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中部山岳国立公園指定80周年記念

第3回飛驒高山ウルトラマラソン

飛驒高山
の自然学校山

　広大な森林をもつ高山市では、里山から奥山、高山帯など多
様な森の自然に触れることができます。
  「飛驒高山・山の自然学校」では、広い市内からさまざまな場所
を選び、虫、鳥、新緑、雪とバラエティに富んだテーマの教室を開
きます。
参加資格　市民の方（小学校３年生以下は保護者同伴）
参 加 料　無料　  定員　５０人（超えた場合は抽選）
申込方法　５月２０日㈫までに　　・　　・　　（住所、氏名、電話
　番号、学校名、学年、保護者名、保護者同伴の有無を明記）

申 込
問合先

環境政策推進課
☎ 35⊖3533   FAX 35⊖3169

期日 内容 時間 場所

5月25日(日) 開講式
春の奥山自然観察会 9:00～15:00 平 湯

6月14日(土) 初夏の高山
自然観察会 10:00～15:00 乗 鞍

6月19日(木) ホタルに関する
勉強会 19:00～20:30 市役所

7月5日(土) 夏の高山自然観察会 7:30～16:30 乗 鞍

9月21日(日) タカ観察会 11:00～14:30 高根町

1月24日(土) 冬の自然観察
閉講式 9:30～11:30 原 山

ハガキ FAX HP

　全国から多くの参加者が訪れることで、観光振興を
図り、地域の活性化につなげていくことを目的に、第3回
飛驒高山ウルトラマラソンが6月8日に開催されます。
　午前4時45分に市役所をスタートし、古い町並、美女
高原、飛驒高山スキー場、千光寺などを通って、福祉の
里（国府町木曽垣内）へゴールする100㎞と72㎞のコー
スを約2，500人のランナーが駆け抜けます。
　市民の皆様には、交通規制等でご迷惑をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
　ぜひコース沿道にお出かけいただき、ランナーのみな
さんを応援してください。
期日　６月８日㈰
時間　午前４時４５分～午後７時

６月８日（日）開催

問合先 観光課 ☎35⊖3145
問合先 総務課 ☎35⊖3133

沿道でのご声援
よろしくお願いします市職員募集平成27年度採用

平成26年度（平成27年度採用）高山市職員採用試験について（概要）
【試験区分及び受験資格】

試験区分
受　験　資　格

年齢要件 資格等要件

事務Ａ
（大卒程度）

昭和60年4月2日から
平成5年4月1日までに
生まれた方

事務Ｂ
（高卒程度）

平成5年4月2日から
平成9年4月1日までに
生まれた方

事務Ｃ
（身体障がい
者・高卒程度）

昭和50年4月2日から
平成9年4月1日までに
生まれた方

●自力により通勤でき、介護者なしに一般
事務職として職務の遂行可能な方
●身体障害者手帳の交付を受けている
方
●活字印刷文による筆記試験及び口頭
による面接試験に対応できる方

技術（土木）
（民間企業等

経験者）
昭和55年4月2日以降
に生まれた方

●民間企業等において土木業務の設
計、施工管理に関する業務を経験し、土
木施工管理技士（１級または２級）を有
する方

保育士
昭和60年4月2日から
平成7年4月1日までに
生まれた方

●保育士資格を有する方、または平成
２７年３月３１日までに資格を取得する見
込みの方

獣医師 昭和40年４月２日以降
に生まれた方

●獣医師免許および普通自動車運転免
許証を有する方

消防Ａ
昭和60年4月2日から
平成7年4月1日までに
生まれた方

●救急救命士の免許を有する方、または
平成27年3月31日までに免許を取得する
見込みの方

消防Ｂ
平成5年4月2日から
平成9年4月1日までに
生まれた方

※各区分とも最終学歴、国籍および障がいの有無にかかわらず年齢要件、資格等要件
　に適合する方であれば受験可能です。

※採用予定人員は、いずれの職種も若干名です

【申込受付期間】
●事務Ａ、技術（土木）、獣医師、消防Ａ���� ５月１５日㈭から６月１３日㈮まで
●事務Ｂ・Ｃ、保育士、消防Ｂ� �������� ８月１日㈮から８月２５日㈪まで
【第一次試験】
●事務Ａ、技術（土木）、獣医師、消防Ａ���������� ７月１２日㈯ 予定
●事務Ｂ・Ｃ、保育士、消防Ｂ� ��������� ９月２０日㈯、２１日㈰ 予定
【試験案内、受験申込書の請求】
●市役所１階インフォメーション、４階総務課、各支所地域振興課、市 で配布HP
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いただいた寄附金を、5つのメニューに活用します

飛驒高山への想いや願い  事業に活かします

飛驒高山を応援いただく全国のみなさんから寄せられたふるさと納税。
市では、みなさまからいただいた寄附金を「飛驒高山ふるさと基金」に積
み立てた後、市が同額を拠出して2倍の額を取り崩し、各種事業に活用す
ることにより、寄附者と市、市民が一体となったまちづくりを進めています。
平成２６年度は、下記の事業に活かします。

メニュー2

メニュー3

メニュー4

メニュー1

メニュー5

緑豊かな農山村景観～ふるさと原風景応援～

飛驒牛と匠の技～ふるさとブランド応援～

人情あふれる飛驒人のやさしさ
～ふるさとふれあい応援～

高山祭と古い町並～ふるさと伝統応援～

みんな応援したい～ふるさとおまかせ応援～

●ジオパークの推進
優れた自然遺産の積極的な保全・活用を図るため「日本ジ
オパーク」の登録認定に向けた体制づくりや啓発事業など
に取り組みます。

　◆事業費／1,500千円（うち、ふるさと基金200千円）

●飛驒牛ブランド振興事業
　飛驒牛を中心とした飛驒の
　食材の販路拡大、PR事業に
　取り組みます。
　◆事業費／1,000千円（うち、
　　ふるさと基金100千円）

●海外戦略推進事業
　国内外からの観光客がイン

ターネットにアクセスし、観
光・防災情報の入手やSNSに
よる情報発信等が行えるよ
う、まちなかにWi-Fiスポット
を整備します。

　また、外国語観光ホームページのモバイル版を作成し、効
　果的な情報提供を行います。
　◆事業費／10,130千円（うち、ふるさと基金666千円）

●歴史的風致維持向上事業
　伝統構法を用いた伝統的建造物の耐震化を促進するた
　め、技術者講習会を開催します。
　◆事業費／500千円（うち、ふるさと基金20千円）
●景観保全奨励事業

景観上重要となる建築物や市街地景観保存区域内の建
築物の修景に対して助成し、良好な景観の維持・保全に
取り組みます。

　◆事業費／15,000千円（うち、ふるさと基金40千円）

●文化芸術振興事業
飛驒高山文化芸術祭で製
作した飛驒春慶弦楽器を
活用し、各種イベントでコ
ンサートを開催します。

　◆事業費／3,000千円
　 （うち、ふるさと基金1,500千円）
●合併10年記念事業

「ひとつになって10年、そして明日へ」をコンセプトとして、
市民と行政が一緒になって取り組む記念事業を開催します。

　◆事業費／2,400千円（うち、ふるさと基金1,000千円）
●北陸新幹線開業誘客事業

北陸新幹線の開業に向けて、主要駅でのキャンペーンなど
の各種誘客事業に取り組みます。

　◆事業費／8,570千円（うち、ふるさと基金5,000千円）
●子ども夢創造事業
　子どもたちが夢や創造力を

伸ばし、地域への誇りを持て
るように文化芸術、科学、ス
ポーツの各分野で体験する
機会を充実させます。

　◆事業費／5,500千円
　 （うち、ふるさと基金3,500千円）

ふるさと納税をかたった詐欺にご注意ください。
　市では、お電話などで振込先をお伝えして送金をお願
いすることは一切ございません。

◆みなさまからいただいた寄附金
　（基金に積み立てた寄附金）

◆取り崩して各事業に活用する
　　　飛驒高山ふるさと基金

平成25年1月から平成25年12月
３９件　６，０１３千円

１２，０２６千円

問合先 財政課　☎35⊖3132
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市
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
町
内
会
は
、
み
な
さ
ん

が″
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち″

 

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち″

を
つ
く
る
た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
も
っ
と
も
身
近
な
と
こ
ろ

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

『
地
域
の
絆
』
の
重
要
性
が
改

め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
地
域
課
題
の
解
決
や
住
民
相

互
の
親
睦
な
ど
、
町
内
会
に
加

入
し
て
一
緒
に″
安
全
・
安
心
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り″

を
し
ま

せ
ん
か
。

問
合
先
町
内
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎
35-

３
４
１
２

問
合
先
町
内
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎
35-

３
４
１
２

みんなが主役の
まちづくり

町内会

　

平
成
25
年
度
中
は
「
明
る
く
健
康
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
や
町
内
会
の
連
帯
意
識
の
向
上
な
ど
、
地
域
づ
く

り
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
で
は
、こ
ん
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
内
会
へ
の
ご
加
入
は
、
お
近
く
の

班
長
や
町
内
会
長
に
お
気
軽
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
危
険
箇
所
の
点
検
や
見
守
り
活
動

な
ど
に
よ
る
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交

通
事
故
の
防
止
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維

持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管

理
や
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
美
化

活
動
、
花
壇
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
や

水
害
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
に
よ
る
防
災
訓
練
や
避
難

訓
練
の
実
施
、
消
防
団
活
動
へ
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
盆
踊
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
養
講
座
、
ま
た
地
域
活
動
の
拠
点

と
な
る
町
内
会
集
会
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め
の

健
康
教
室
や
独
居
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
活
動
、
児
童
遊
園
地
の
設
置
や
管

理
、
子
ど
も
会
活
動
へ
の
支
援
、
地
域

の
学
校
等
の
活
動
へ
の
協
力
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
行
政

機
関
な
ど
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

な
ど
を
回
覧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道

路
や
水
路
の
改
修
な
ど
行
政
機
関
に

対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
町
内
会
に
よ
っ
て
は
、
実
施
し
て
い

な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。

地
域
安
全
活
動

環
境
美
化
活
動

自
主
防
災
活
動

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

地
域
福
祉
・
青
少
年
育
成
活
動

地
域
情
報
の
提
供
・
要
望
活
動

平
成
26
年
度

高
山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
役
員

　

４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
高

山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
の

総
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

今
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
役
員
の
方
々
は
、
協
議
会

が
取
り
組
む
活
動
の
決
定
や
、

行
政
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行

い
ま
す
。

前町内会長の
みなさまへ

次
の
ペ
ー
ジ
で
全
町
内
会
長

を
紹
介
し
ま
す
。

会　

長
＝
長は

せ

が

わ

谷
川  

昭あ
き
ひ
さ久
（
南
）

副
会
長
＝
中な

か
た
に谷  

省し
ょ
う
ご悟
（
清
見
）

　
　
　

＝
中な

か
だ
に谷  

順じ
ゅ
ん
い
ち一
（
久
々
野
）

　
　
　

＝
端は

ば
し
た下　

忠た
だ
し

　
　
　
　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
）

議　

長
＝
都つ

づ

く竹  

俊し
ゅ
ん
の
す
け

之
助
（
大
八
）

副
議
長
＝
下し

も
や
ま山  

哲て
つ
ま
さ正
（
三
枝
）

会　

計
＝
森も

り
も
と本　

  

久ひ
さ
し

（
朝
日
）

書　

記
＝
大お

お
ざ
わ澤  

正ま
さ
た
か孝
（
西
）

理　

事
＝
田た

の

じ

り

之
尻  

壯そ

う

じ二
（
東
）

　
　
　

＝
直な

お

い井  

幹み

き

お夫
（
北
）

　
　
　

＝
高た

か

の野  

喜き

よ

ゆ

き

代
行
（
山
王
）

　
　
　

＝
山や

ま
こ
し越　

  

晃あ
き
ら

（
江
名
子
）

　
　
　

＝
榎え

の
き　

  

隆た

か

し司
（
新
宮
）

　
　
　

＝
溝み

ぞ
し
た下  

孝た

か

し司
（
岩
滝
）

　
　
　

＝
前ま

え
こ
し越  

晢せ

つ

お夫
（
花
里
）

　
　
　

＝
岩い

わ
は
ぎ萩  

則の
り
ひ
さ久
（
丹
生
川
）

　
　
　

＝
田た

な

か中  

幹み

き

お夫
（
荘
川
）

　
　
　

＝
中な

か

だ田  

昭し
ょ
う
じ治
（
高
根
）

　
　
　

＝
和わ

だ田  

博ひ

ろ

お夫
（
上
宝
）

監　

査
＝
田た

な

べ邊  

重し
げ
と
し敏
（
一
之
宮
）

　
　
　

＝
田た

な

か中  

利と
し
ひ
ろ博
（
国
府
）

（
敬
称
略
）

″
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地区 役職 町内会名 氏　名

丹
生
川

山口 田中　良治
○ 町方 堺　　 俊 行

新張 下田　俊二
下保 道垣内清志
細越 中屋　昌樹
桐山 一町田伝務
大萱 今井　隆之
折敷地 谷口　修一
三之瀬 坂本　義一
呂瀬金山 坂口　寿人
ひろ野 蟹澤　尚彦

◎ （専任） 岩萩　則久

清
　
見

三日町 新谷　孝一
牧ケ洞 三 尾　　 強
藤瀬 岩畑　光司
福寄 向島　幸司
三ツ谷 井 田　　 睦

○ 坂下 杉下　明弘
巣野俣 脇坂　光生
楢谷 伊香　賢治
大原 中 澤　　 操
上小鳥 隣垣　政道
夏厩 新井　政幸
二本木 栃 本　　 隆
池本 杉浦　基喜

◎ （専任） 中谷　省悟

荘
　
川

六厩 清水　克敏
三谷 坂 上　 剛
三尾河 金井　一雄
寺河戸 桒田　義一
黒谷 牧下　盛幸
惣則 下中　俊治
一色 益戸　　勉
猿丸 山越　信幸
新渕 加藤　正光
町屋 橋本　正樹
上野々俣 渡邉　　登

○ 下野々俣 三島富士夫
◎ 中畑 田中　幹夫
牧戸 水向　敏男
牛丸 渡邉　良澄
岩瀬 森下　久雄

一
之
宮

位山 新家　一利
中央 野添　克良
山下 野中五十八

○ 本通 新田　善勝
東 日比野法夫
一之宮 古 川　　 卓

◎ （専任） 田邊　重敏

地区 役職 町内会名 氏　名

久
々
野

橋場 谷口　勘一
中組 三輪　利美
上組 田中　識光

○ 西洞 山崎　達男
反保 平田　吉憲
坂屋 嶋　　 義 和
山梨 杉本　彰信
久須母 榎　　 信 好
引下 中垣内良和
小坊 東　　 雅 博
大西 前田　和良
小屋名 田中　勇夫
柳島 江嵜　則夫
大坊 坂下　貞志
木賊洞 元垣内幸雄
長淀 水口　真琴
渚 中西　敬之
片籠 山﨑　長爾
阿多粕 下会所秀比己

◎ （専任） 中谷　順一

朝
　
日

見座 山本　幸生
小瀬 田立　直喜
立岩 谷本　茂樹
小谷 紙谷　善廣
甲 新井　裕之
万石 瓜田　松男
上ケ見 阪 下　　 正
下青屋 増田　秀晴
上青屋 谷口　正英
寺澤 下垣内武司
浅井 長 瀬　　 保
寺附 清水　正幸
大廣 清水　健一
黒川 山下　一明
一之宿 木村　久夫
西洞 岩 西　　 貢

○ 宮之前 木戸脇良昭
桑之島 一本木國昭
胡桃島 小林　徳博

◎ （専任） 森 本　　 久

高
　
根

中洞 立道　忠則
中之宿 田中　五郎
猪之鼻 坂下　忠吉
上ケ洞 上田　弘夫
池ケ洞 中村　忠史

○ 黍生 中西　幸男
阿多野郷 小澤　米光
野麦 梨本　岳義
日和田 松坂　正一

地区 役職 町内会名 氏　名

高
根

◎ 小日和田 中田　昭治
留之原 増田　繁一

国
　
府

三川 中田　幸博
上広瀬 舩 坂　　 稔
村山 平田　義輝
糠塚 新明　長浩
金桶 梶屋　敏宏
瓜巣 髙桑　克仁
名張 森下　弘治
宇津江 須代　英一
宇津江二区 大家　栄一
宇津江三区 小阪　泰三
広瀬町 九郷　眞盛
三日町 牛 丸　　 稔
蓑輪 牛丸　清嗣
今 坂口　康弘
宮地 牛丸　利男
東門前 大 坪　　 豊
西門前 前田　正彦
八日町 桂川　誠一
漆垣内 反中　智志
桐谷 山下　利憲
半田 中 村　　 修
木曽垣内 尾前宗三郎

○ 鶴巣 西垣内一正
山本 長谷　吉弘

◎ （専任） 田中　利博

上
　
宝

長倉 野中　峯男
双六川 山口　幹博
見座 多田　政道
宮原 森田　眞一
在家 井上　利幸
本郷 吉岡　博明
吉野 西田　博一
蔵柱 上野　良市

◎ （専任） 和田　博夫
○ （専任） 上 田　　 修

奥
飛
驒
温
泉
郷

平湯 髙井　淳一
福地温泉 小瀬　慶孝
一重ヶ根 沖中　建一
村上 日面　 伸 二
中尾 内野　真二
新穂高 早船　哲也
神坂 田口　高弘
栃尾 前田　修司
高原川 相田　尚司

◎ （専任） 端 下　　 忠
○ （専任） 福岡　道夫

（平成26年5月1日現在） 問合先
町内会連絡協議会事務局
（市民活動推進課内）
☎35⊖3412◎：会長　○：副会長　（敬称略）
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地区 役職 町内会名 氏　名

東

○ 宗猷寺町  野尻　映一
天性寺町      加藤　準一
愛宕町        打 江　　 進
若達町１丁目  牛丸　善治
若達町２丁目  細川　宗徳
春日町        松森　孝彦
島川原町      高原　喜勇
堀端町        下桐　利三
馬場町        谷脇　浩彦
吹屋町１丁目  下 坂　　 薫

◎ 吹屋町２丁目  田之尻壯二
大門町        平 田　　 肇
鉄砲町        北條　良樹

西

○ 下一之町      廣田　俊之
下二之町      菅田　稜二
下三之町      住 　 齊
桜町          齋藤　邦夫
八幡町        和仁　正雄
大新町１丁目  山田　英俊
大新町２丁目  西田　恵一
大新町３丁目  糠塚　幸夫
本町２丁目    義基　憲人
本町３丁目    下本　隆司
本町４丁目    川尻　義昭
有楽町        反中　正信
相生町        宮本　秀雄
花川町        上野　公也
名田町６丁目  山下　晶一
末広町        奥原富士雄
朝日町        中 山　　 環

◎ 七日町１丁目  大澤　正孝
七日町２丁目  山下　修一
七日町３丁目  江黒　清彦
神田町１丁目  近藤　正文
神田町２丁目  小池　幸司
総和町１丁目  天野　重光
総和町２丁目  川尻　凞史
初田町１丁目  脇本　敏雄
初田町２丁目  中島　正巳
花岡町１丁目  平野　英一
昭和町２丁目  野尻　文雄

南

川原町        原田　太助
西町          西田　栄一
本町１丁目    道上　隆司
八軒町１丁目  髙原　幸平
八軒町２丁目  井上　博司
八軒町南      川上　富吉
名田町４丁目  木口　忠司
名田町５丁目  朝戸　臣統

地区 役職 町内会名 氏　名

南

○ 天満町４丁目 山 越　　 肇
天満町５・６丁目 柿 下　　 孝
花里町４丁目  島　　 良 明
花里町５丁目  畑 中　　 均
花里町６丁目  秋良　光紀
昭和町１丁目  櫻井　住男
昭栄町        吉川　純吉
上岡本町      小坂井唯夫
中岡本町      岡本　則昭
緑ケ丘町１丁目 山際　正弘
緑ケ丘町２丁目 三尾　尚之
松原町        森　眞砂美

◎ （専任） 長谷川昭久

北

大新町４丁目  小 島　　 孝
大新町５丁目  井田　一義
総和町３丁目  森　　 陽 一

◎ 初田町３丁目  直井　幹夫
花岡町３丁目  伊達　正丸
下岡本町      瀬ノ上　 裕
桐生町        岩花　義治
本母町        西　　 猛 男
冬頭町        加藤　正文
松本町        蒲　　 光 義

○ 有斐ケ丘町    安 川　　 保

山
　
王

◎ 森下町        高野喜代行
上神明町      牛丸　敏彦
下神明町      長岡　俊輔
上一之町      住原　昭夫
上二之町      蓑輪　忠典
上三之町      三島　保範
片原町        中野　壽夫

○ 片野町        笠原　旦彦
石浦町 池本　英和

江
名
子

◎ 下江名子町    山 越　　 晃
上江名子町    大田　正樹
山口町        坂本　政則
桜ケ丘町      中村　貴文
錦町          野中　英男

○ 荏名団地町    大野　泰朗

新
　
宮

下林町        清水　政勝
山田町        中屋　一彦

◎ 夕陽ケ丘町    榎　　 隆 司
○ 下之切町      清水　俊弘

新宮町 永畑　祐一
八日町前原町  山 際　　 稔
新原山町 大 石　　 勉
新星町        小野　昭夫
自由ケ丘町    片岡　吉則

三
枝 下切町        垣内喜久雄

地区 役職 町内会名 氏　名

三
　
枝

旭ケ丘町      中谷　辰朗
中切町        若山　美嘉

○ 上切町        大坪　康男
赤保木町      古家　冬生
見量町        各務　正康

◎ （専任）       下山　哲正

大
　
八

上野町        生津　清夫
松之木町      大森　茂樹
大洞町        中 谷　　 勉
漆垣内町      谷口　幸夫
塩屋町        垣内　久男
大島町        坂口香代子
天堤町        嶋 田　　 守
三福寺町      小鳥　長宣
東山町        藤原　文男
長坂町        宮ノ腰哲雄

○ 曙町          栃本不二夫
日の出町      谷垣内敏和
松之木守ケ丘町 横 山　　 博
下三福寺町    橋本　一男
東栄町        折敷地　洋
東山台        山下　幸蔵

◎ （専任） 都竹俊之助

岩
　
滝

滝町          川尻　増夫
◎ 生井町        溝下　孝司
○ 岩井町        中家　宏之

花
　
里

上川原町      山下　剛實
名田町１・２丁目 白川　義彦
名田町３丁目  山口　良英
花里町１丁目  都竹　隆夫

◎ 花里町２丁目  前越　晢夫
花里町３丁目  石垣　義男

○ 千島町        岩平　源治
西之一色町    中田　吉保

丹
生
川

久手 阪本　秀樹
岩井谷 谷本　俊幸
旗鉾 小笠原孝雄
曽手 政井　忠彦
駄吉 手綱　英樹
日面 稲 田　　 忠
板殿 木岡　孝之
白井 大 東　 勉
根方 渡瀬　利幸
小野 塚本　克彦
大谷 竹腰喜久男
瓜田 野上　美省
法力 沖　　 新 治
北方 田口　正明
坊方 畑中　慶忠

平成26年度 町内会長のみなさん
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毎月19日は「食育の日」です　食べ物を大切にし、感謝の気持ちを持ちましょう

現地
丹生川局 丹生川支所

こまくさ保育園至高山市街地

至平湯
158

同一区画に複数の方が申し込まれた場合は抽選となります。
募集期間　５月１５日㈭～６月６日㈮　 【持参】午前８時３０分～午後５時１５分 ※土日を除く　【郵送】６月６日㈮必着
受付場所　管財課（市役所４階）
　　　　　申し込みに必要なもの／申請書（指定様式）、誓約書（指定様式）住民票、印鑑登録証明書
抽 選 日　６月１３日㈮
※その他条件等は申込要領をご覧下さい。 様式は市ホームページからも取得できます。

高山市有財産  売却物件
高山市が所有する財産（不動産）を売却します
国府町広瀬町分譲地

丹生川町町方

所在地  国府町広瀬町字石原1221番17ほか２物件
学区  国府小・国府中　 現況  更地　 地目  宅地

所在地  丹生川町町方字林作18番2
学区  丹生川小・丹生川中　 現況  更地　 地目  宅地

その他の物件
所在地 地　目 地積（㎡） 価格（千円）

新宮町3598番3 雑 種 地 324.63 14,024
松之木町2699番23　ほか6物件 宅 地 166.49～207.72 5,655～7,997
清見町三日町字島田552番4　ほか4物件 宅 地 273.71～306.38 5,234～5,943
清見町三日町岩下1466番13　ほか2物件 宅 地 213.08～260.37 4,772～5,141
久々野町無数河字坂之下570番5 宅 地 351.42 8,117
国府町広瀬町字こふの宮296番6 宅 地 180.49 4,891
国府町三川字垣内537番1 雑 種 地 250.59 5,112
大新町四丁目186番4 宅 地 346.98 12,907
山田町781番22 宅 地 278.83 10,400
国府町広瀬町字町尻1025番5ほか1筆 宅 地 349.74 11,576
森下町ニ丁目58番12 宅 地 197.21 11,911
国府町広瀬町字立原1363番1 宅 地 553.24 14,716

№ 面積 価格（千円）
43 217.63㎡ 7,442
44 217.62㎡ 7,290
45 331.87㎡ 9,292

№ 面積 価格（千円）
42 506.61㎡ 14,185

申込・問合先 管財課 ☎ 35⊖3135

� � �
支所

宮川

飛驒国府駅

至
飛
驒
市

高
山
本
線

現地

41

所在地

所在地
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休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（34-3799）へ

　誰にもやさしいまちづくりの推進について、調査審議してい
ただく委員を募集します。みなさんのご応募をお待ちしてい
ます。
参加資格　満20歳以上で、市に1年以上居住している方

※既に委員を経験された方は応募できません。そ
の他参加資格についてはお問い合わせいただく
か、市ホームページでご確認ください。

募集人数　１人
募集期間　５月１５日㈭～３０日㈮
申込方法　申込書と小論文（A４判１枚、800字程度）を５月３０日
　　　　　㈮までに企画課へ持参・ ・
小論文のテーマ　「誰にもやさしいまちづくりの課題と今後の

　　　　　　　展開について」
※応募要項と応募申込書は市役所１階市民コーナー、４階企
　画課、各支所地域振興課にあるほか、市　  からもダウン
　ロードできます。
※６月中に選考結果を応募者全員に郵送します。

FAX

問合先 市民課 ☎35⊖3495

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
・
平
成
27
年
度
の

　
　  
保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
（
以
下
、「
広
域
連

合
」
）
に
て
２
年
ご
と
に
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
こ
の
保
険
料

率
の
見
直
し
の
時
期
に
あ
た
り
、

増
え
続
け
る
医
療
費
な
ど
に
対
応

し
、
今
後
の
安
定
し
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
財
政
運
営
を
図

る
た
め
に
、
県
に
設
置
し
て
い
る

「
財
政
安
定
化
基
金
」
や
広
域
連

合
の
剰
余
金
の
全
額
を
活
用
し
ま

す
。

※
平
成
26
年
度
の
保
険
料
額
お

よ
び
お
支
払
い
方
法
は
、
７
月

に
お
届
け
す
る
保
険
料
額
決
定

通
知
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

保険料率等 変更前
H24～H25

変更後
H26～H27

均 等 割 額 40,670円 41,840円

所 得 割 率 7.83％ 7.99％

保 険 料 の
賦 課 限 度 額 55万円 57万円

　生活習慣病の発見や重症化予防の
ため、おもに75才以上の方を対象とした

「ぎふ・すこやか健診」を行います。まず
は、健康診査を受けて自分の健康状態を
知りましょう。
　受診券は対象者全員に５月２３日から
順次送付します。
対象　昭和1５年3月31日以前に生まれ
　た方または、後期高齢者医療制度の
　被保険者の方
検査項目　身体計測、血圧測定、問診、

診察、血液・尿検査、心電図検査（該
当者のみ）

期日　６月２日㈪から10月31日㈮まで
　　　（休診日を除く）
場所　市内実施医療機関（送付する　
　　　ご案内で確認ください）
負担金　５００円
申込方法　実施医療機関に直接申込み

※所得の状況などによって、保険料が軽減される場
　合があります。

（年額）

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更する場合があります。
　また、議題など詳細についても担当課へお問い合わせください

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会（5月後半分）

開催日 会議名ほか 担当課

15日（木）

公共交通活性化協議会
13：30～  市役所  4階中会議室

地域政策課
☎ 35－3524

学校給食推進協議会総会
15：00～  市役所  2階 201・202会議室

教育総務課
☎ 35－3153

総合交通協議会福祉有償運送部会
15：30～  市役所  4階中会議室

高年介護課
☎ 35-2940

16日（金）清見地域審議会
15：00～  清見支所  会議室

地域政策課
☎ 35－3524

19日（月）

庁議（幹部会）
8:30～  市役所  4階特別会議室

企画課
☎ 35－3131

一之宮地域審議会
15：30～  一之宮支所  会議室

地域政策課
☎ 35－3524

20日（火）荘川地域審議会
15：00～  荘川支所  会議室

地域政策課
☎ 35－3524

26日（月）庁議（幹部会）
8:30～  市役所  4階特別会議室

企画課
☎ 35－3131

28日（水）丹生川地域審議会
15：30～  丹生川支所  会議室

地域政策課
☎ 35－3524

30日（金）

行政改革推進委員会
13：00～  市役所  地下市民ホール

総務課
☎ 35-3133

要保護児童等対策地域協議会
13：30～  保健センター  集団指導室

子育て支援課
☎ 35-3140

　

し
か
し
、
不
足
す
る
財
源
に
つ

い
て
や
む
を
得
ず
保
険
料
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問合先
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
８-

３
８
７-

６
３
６
８

市
民
課

☎
35-

３
４
９
５

募集します！

申込・問合先 企画課 ☎ 35⊖3131  FAX35⊖3174

ぎふ・すこやか健診
を受診しましょう

誰にもやさしいまちづくり
推進会議委員（ ）

郵送

HP
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募
集

情報のひろば

「広げよう　地域に根ざした　思いやり」民生委員・児童委員　活動強化週間（～18日）

対象　市内在住・在勤の方
期日　６月５日、１２日、１９日
　　　いずれも木曜日（全3回）
時間　午前１０時～正午
場所　女性青少年会館（花里町１）
定員　１５人（超えた場合は抽選）
参加料　１,５００円
申込方法　5月２７日㈫までに来館・　　・
　　・　  （講座名、氏名、住所、電話番号
を明記）

戦争や平和について詠んだ短歌を募集します。
部門　一般の部、中学・高校の部
応募方法　６月２０日㈮までに郵送・ （作品、住所、氏名、職業または学校名・
　学年、年齢、電話番号） ※未発表のオリジナル作品を１人２首まで
　※学校からはA4判用紙に自由書式で、作品ごとに学年、氏名を記入
表彰　８月２日㈯に高山市で入選１０首の表彰式。ほかに地元応募者などに奨励賞
共催　高山市
後援　高山市教育
　　　委員会

期日　6月1日（日）
時間　午前10時～11時30分
場所　ビッグアリーナ（中山町）
内容　パパのベビーマッサージ
　　　パパの子育て座談会

講師　八
は ち が

賀 小
さ え こ

衣子さん（助産師）
参加資格　
市内在住の生後6カ月までの乳児親子

（ママのみでの参加もできます）
申込方法　事前に
※参加無料です

茶道講座 第16回グリーンマーケット

主な内容
フリーマーケット／ガーデニング講習会／リ
フォーム製品フェア／花苗の無償配布ほか
期日　６月２２（日）
時間　午前１０時～午後３時
場所　原山市民公園（新宮町）
申込方法　フリーマーケット出店者（50区
画）ガーデニング講習会参加者（午前と午
後の部で各30人）は事前申し込みが必要
です（募集区画、定員を超えた場合は抽
選）。６月６日㈮までに　　・　　・　   （住
所、氏名、電話番号、ガーデニング講習会
は午前・午後の希望を明記）

申 込
問合先

申 込
問合先

女性青少年会館
☎32⊖0394　FAX35⊖2394
Mail：info@takayama-home.jp

市快適環境づくり市民会議
（生活環境課内）
☎35⊖3138　FAX35⊖3169

ハガキ

MAIL

MAIL

TEL

TEL

FAX

FAX HP

申 込
問合先

都市整備課　☎35⊖3176
各支所基盤産業課

申 込
問合先

子育て支援センター
☎33⊖7963

申 込
問合先

朝日新聞名古屋本社編集局「八月の歌」係
〒460-8488 名古屋市中区栄1-3-3  ☎052⊖231⊖8131
E-mail:n-hachigatsu@asahi.com

パパの
ベビーマッサージ

◆市営住宅入居者募集
団地名称 所在地 間取り 募集戸数 家賃 応募資格 備考

赤 保 木 赤保木町 3K（単身または家族向け）※ 1戸 10,900円～13,700円

① 公営住宅

赤 保 木 赤保木町 3DK（家族向け） 1戸 13,600円～20,300円

杉 ヶ 丘 片 野 町 3DK（家族向け） 3戸 16,900円～37,600円

桜ヶ丘（山口） 山 口 町 3DK（家族向け） 1戸 25,600円～50,400円

南 さ くら 台 丹生川町 3DK（家族向け） 1戸 18,100円～35,600円

桜 野 国 府 町 4DK（家族向け） 1戸 22,500円～44,100円

久々野（集合） 久々野町 1DK（単身向け） 1戸 14,300円～25,400円 ② 特定公共賃貸住宅

応募資格
①月額所得１５万８千円以下の世帯
②月額所得１５万８千円を超え４８万７千円以下の世帯
※単身の方は、一定要件を満たす必要があります。
◆不自然に家族を分割する場合や、不自然な寄り合い世帯等で構成さ
　れた世帯は申込できません。
◆その他詳細な応募資格や要件がありますので、ご不明な点は都市整
　備課または各支所基盤産業課までお問い合わせください。

申込方法
　都市整備課、または各支所基盤産業課にある申込用紙に記
入の上、所得証明、納税証明などの必要書類を添付し、５月１５
日㈭～５月２８日㈬までの間に提出してください（受付は平日午
前８時３０分～午後５時１５分）。
　募集戸数を超えた場合は、市役所および各支所で抽選を行
います。
◆丹生川（折敷地）、清見、荘川、高根、上宝地域の団地は、随
　時申込を受付しております（詳細はお問い合わせください）。

戦争・平和テーマ「八月の歌」募集
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募
集

　クライミングの基本テクニックやルールに
ついて学んだ後、中山公園内で木登りク
ライミングを楽しみます。
対象　市内在住の小学生以上（身長120cm
　以上）のお子さんと保護者、一般の方
期日　5月31日㈯　（雨天６月７日㈯）
時間　午後1時30分～4時30分
場所　ビッグアリーナ（中山町）
定員　親子で6組１２人、一般の方３人　
　　　（超えた場合は抽選）
参加料　１人1,000円（保険料ほか）
申込方法　5月20日㈫までに
　　　　　ビッグアリーナ窓口・

募 集

弁護士による無料法律相談会

第68回岐阜県美術展作品募集

パソコン事務の受講者募集

大規模開発構想の縦覧

対象　市内在住の方
日時　６月１７日㈫ 午後１時～４時
場所　市役所（花岡町2）
定員　９人（超えた場合は抽選）
申込方法　６月１０日㈫までに

部門　日本画、洋画（版画を含む）、
　　　彫刻、工芸、書、写真、
　　　グラフィックデザイン
応募点数　１部門につき１人２点以内
　　　　　（未発表のものに限る）
出 品 料　１点につき2,000円
応募方法　市民文化会館などにある応
　募票に必要事項を記入の上、市民文
　化会館へ作品とともに搬入
搬入日時　５月２２日㈭正午～午後５時
搬入場所　市民文化会館（昭和町１）

対象　55歳以上で就業意欲のある岐阜
　県在住の方
　ハローワークに求職登録している方
定　員　１５人
受講料　無料
期　間　6月16日㈪～
　　　　7月４日㈮までのうち８日間
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
申込方法　市役所および市シルバー人
　材センターの窓口にある申込書に記入
　の上、６月２日㈪までに　　・
申込先　県シルバー人材センター連合会
　〒500-8145 岐阜市雲井3-12
　☎058-249-0228  FAX 058-248-9730

　高山市美しい景観と潤いのあるまちづく
り条例に基づき、大規模開発事業の構想
届出書の縦覧を行います。
　この開発事業の構想については、６月５
日㈭まで意見書を提出することができます。
開発事業者　富山建材株式会社
　　　　　　代表取締役  村

む ら お

尾 泰
やすゆき

行
事業名　富山建材国府八日町太陽光
　　　　発電所設置工事（仮称）
内容　土地区画形質の変更
　　　（太陽光パネルの設置）
場所　国府町八日町1189番外2筆
面積　6,133.00㎡
縦覧場所　都市整備課（市役所3階）
　および国府支所基盤産業課
縦覧期間　５月２９日㈭まで

申 込
問合先

申 込
問合先

問合先

問合先

福祉課
☎35⊖3139

㈶岐阜県教育文化財団
☎058⊖277⊖1139

市シルバー人材センター
☎32⊖8090

都市整備課
☎35⊖3159

申込・問合先 高山消防署救急課 ☎32⊖0119

　心肺蘇生法やAEDについて知識・技術の習得
ができます。講習終了後、修了証をお渡しします。
日時　６月２２日(日) 午前９時～正午
場所　高山消防署（桐生町3）
参加資格　中学生以上
定員　30人程度（大幅に超える場合は、一部の
　　　方に日程の変更をお願いすることがあります）
参加料　１４１円（テキスト代）　 申込方法　６月２０日㈮までに　　・HP

FAX郵送

TEL

TEL

TEL

ひとり親家庭の父母を
対象とした就業支援講習会

親子でクライミング＆
木登りクライミング講習会

　ひとり親家庭の父母を対象に、就業を
支援するための講習会を開催します。
受講種目　医療事務講習
対象者　ひとり親家庭の父母
　　　　（児童扶養手当受給者）
受講料　無料（教材費は本人負担）
実施日　８月以降
申込方法　5月26日㈪から6月13日㈮まで
　の間に、子育て支援課にある申込用紙
　に記入の上、提出
持ち物　児童扶養手当証書または福祉
　　　　医療費受給者証、印鑑

日時　①５月２８日㈬・②６月１１日㈬　午後７時～９時３０分
申込方法　①５月２１日㈬
　　　　　②６月４日㈬までに ・

申 込
問合先

申 込
問合先

子育て支援課
☎35⊖3140

市体育協会
☎34⊖3333

大切な家族や友人が目の前で倒れたら、あなたは何をしてあげられますか

市民の方を対象とした普通救命講習会

荒城農業体験交流館
申 込
問合先

荒城農業体験交流館
☎72⊖1066  FAX72⊖1067

問合先 市図書館「煥章館」
☎32⊖3096

そば打ち体験教室 TEL FAX

　おはなし会では、絵本や紙芝居を読
んだり、手遊びをして遊んだりします。
おはなし会でたくさんの絵本に出会い
ませんか。

日時は変更・中止となる場合もあります。

●月曜日　午前10時30分～
●木曜日　午前10時30分～
●土曜日　午後2時～
●日曜日　午前11時～
●祝　日　午前11時～

図書館からのお知らせ
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市税の納付には、便利な口座振替をご利用ください

お
し
ら
せ

　市では、首都圏等への販路拡大・ＰＲを目指す市内生産者・販売者等の方 を々
支援するため、飛驒高山食材ブランド推進協議会を設立し（６月設立見込）、共同
でＰＲを目指す意欲ある会員を募集しています。
内　容　首都圏レストラン等での食材ＰＲイベント等販路拡大事業
対象者　市内で生産される農畜産物の生産または加工または販売を行う法人・
　　　　団体または個人
参加料　５万円（26年度分予定）※参加する会員数により増減します
申込方法　５月２６日㈪までに　　・   　・　　にてご連絡いただいた方に協議会
　員申込書をお送りします

　点字ボランティア団体「あゆみの会」が楽しみながら分かりやすく教えてくれます。
お気軽にお申し込みください。
期日　６月１１日～平成２７年３月２５日までの毎月水曜日で月２～３回開催
時間　午後１時～２時３０分　  場所　総合福祉センター（昭和町２）
申込方法　５月３０日㈮までに　  ・　　 ※受付時間８：３０〜１７：３０

　より健康な体を維持していくために、バラ
ンスのとれた食事について学習します。
期日　６月２日㈪
時間　午前１０時～午後１時
場所　市保健センター（花岡町2）
参加資格　市内在住で６０歳以上の方
定員　２０人（超えた場合は抽選）
参加料　１００円
申込方法　５月２６日㈪までに　　・

MAIL

HPTEL

TEL

高山市戦没者追悼式 飛
ひ

まわり会シルバー料理教室

　戦争の歴史を風化させることなく、また
高山市における多くの戦没者を慰霊す
るため、高山市戦没者追悼式を開催しま
す。どなたでも参加できますので、ぜひご
参列ください。
期日　５月２８日㈬
時間　午後１時３０分～２時３０分
場所　市民文化会館（昭和町1）

問合先 申 込
問合先

福祉課
☎35⊖3356

健康推進課
☎35⊖3160

市内中学生とのジョイント
東京藝大ウインドオーケストラコンサート

自動交付機の
税務証明発行停止

ご利用ください
市税の休日納付窓口

ご覧ください
高山市公共施設白書

日時　６月８日㈰ 午後2時（午後1時30分開場）
場所　市民文化会館大ホール（昭和町1）
入場料　一般1,000円、小中高生500円
　※未就学児のご入場はご遠慮ください
入場券販売場所　市民文化会館、コサカ
楽器、支所地域の各社教室、奥飛驒総合
文化センター　※たから社教ルームは月・
水・金のみ。その他、各施設の営業日

　自動交付機の税務証明更新作業にとも
ない、市役所本庁、市図書館「煥章館」お
よび山王福祉センターに設置している自
動交付機での税務証明発行を下記の期
間停止します。
停止期間　５月３１日㈯～６月１日㈰

　仕事の都合などにより、市県民税、固
定資産税・都市計画税、軽自動車税の平
日納付が困難な方を対象に「休日納付窓
口」を開設します。
　当日は納付に関する相談もお受けしま
すので、この機会をぜひご利用ください。
期日　５月２５日㈰
時間　午前9時～午後4時
場所　税務課（市役所2階・花岡町2）

　市が保有する公共施設の現状や
課題について、市民のみなさんに知っ
ていただくことを目的に「高山市公共
施設白書」を作成しました。
閲覧場所
１階市民コーナー、４階企画課、各支
所地域振興課のほか、市ホームペー
ジでも公開しています

問合先

問合先

問合先

生涯学習課
☎35⊖3155

税務課
☎35⊖3136

税務課
☎35⊖3504

「保育士ねっと」に登録を！
　市では、保育所等で勤務されていない保育
士資格等を有する方に、市内の保育関係等の
求人情報や研修の案内を行う「保育士ねっと」
を運営しています。
　現在、市内の保育園では、途中入園児の増
加により、常時、保育士を募集しています。出産
等で保育の仕事から離れた方や、子育てがひ
と段落して時間ができた方など、この機会に登録してみませんか。
登録方法　子育て支援課、各支所地域振興課、市内保育園にある「登録カー
　　　　　 ド」に記入の上、子育て支援課に提出。
※様式は、市　  からもダウンロードできます。

点字教室を開講します!
点字ボランティア ～はじめの一歩～

申 込
問合先

畜産課
☎35⊖3142  FAX35⊖3166
E-mail:chikusan@city.takayama.lg.jpcom

問合先
企画課  ☎35⊖3131
http://www.city.takayama.
lg.jp/kikaku/hakusyo.html

申 込
問合先

市ボランティアセンター
☎35⊖0294
FAX34⊖6736

飛驒高山食材ブランド推進協議会会員募集！
特色ある自慢の食材をオール飛驒高山で首都圏等にＰＲしませんか？

TEL FAX

FAX

申 込
問合先

子育て支援課
☎34⊖3140HP
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ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時〜7時・午後10時〜11時

申 込
問合先

ジョイフル朴の木
☎79⊖2109

お し ら せ

5月15日㊍ 乗鞍岳山開き祭（丹生川町）

17日㊏ リサイクル資源回収
（南小育友会、山王小ＰＴＡ、国府小ＰＴＡ）

18日㊐ リサイクル資源回収（朝日小中ＰＴＡ合同）

20日㊋ 乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭（丹生川町）

24日㊏

リサイクル資源回収
（岩滝小ＰＴＡ、丹生川小PTA）
2014春 飛驒の味まつり

（～25日・本町1・2丁目商店街）

25日㊐
野麦峠まつり（高根町）

リサイクル資源回収（栃尾小ＰＴＡ）

28日㊌ 高山市戦没者追悼式（市民文化会館）

31日㊏ リサイクル資源回収（中山中ＰＴＡ、東山中ＰＴＡ）

6月 1日㊐ 土砂災害防災訓練（荘川地域）

8日㊐ 第３回飛驒高山ウルトラマラソン（市内各所）

14日㊏ リサイクル資源回収
（新宮小ＰＴＡ、日枝中PTA）

15日㊐ 第10回高山市消防操法大会
（国府スポーツ公園多目的グラウンド）

5月・６月のこよみ

《今後の予定》リサイクル資源回収（6月21日・北小ＰＴＡ）
リサイクル資源回収（6月22日・清見小ＰＴＡ）
リサイクル資源回収（6月28日・西小ＰＴＡ）

5月1日現在の人口
総人口

男
女

世帯数

91,877人　
43,724人　
48,153人　
35,030世帯

（＋272）
（＋184）
（＋88）

（＋239）
（　）内は前月比

問合先
都市提携委員会
（市民活動推進課内）
☎35⊖3412

東日本大震災の義援金
◆みなさまからお寄せいただいた義援金

88,308,840円
（4月30日現在の集計）

◎平成27年3月31日まで延長して、本庁または
　各支所で受付中です。

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください

市内の空間放射線量率測定結果

市内に流通する東日本 17都県産食品の放射性物質検査の結果健康に影響のないレベルです。
放射性セシウムは検出されませんでした（測定下限値未満）。

調査日 調査地点 測定値

４月２１日㈪
古 い 町 並 0.092

奥飛驒温泉郷 0.090

４月７日㈪
古 い 町 並 0.086

奥飛驒温泉郷 0.074

調査日 産地 品目 測定値

４月２２日㈫
茨城県 カリフラワー 検出せず
静岡県 アールスメロン 検出せず

４月８日㈫
静岡県 タケノコ 検出せず
青森県 長芋 検出せず

単位： S v/ｈ 単位： Bq/kg
マイクロシーベルト毎時

ベクレル毎キログラム

乗鞍スカイラインをEVで走ってみよう！
電気自動車乗り入れ実験参加者募集
開催期間　７月１８日㈮～９月１５日㈪
詳しくは下記までお問い合わせください

湘南ひらつか七夕まつりと世界文化遺産三保の松原

平塚市民ツアー参加者募集
　友好都市である平塚市（神奈川県）を訪
れる市民ツアーの参加者を募集します。
日程
７月４日㈮  高山発（午前7時）→ 御殿場IC 
→ 平塚市内（平塚市美術館、平塚八幡宮・
湘南ひらつか七夕まつり）【泊】
７月５日㈯  平塚発 → 清水IC → 三保の
松原 → 日本平・久能山東照宮 → 焼津さかなセンター → 高山着（午後9時頃）
対象　市民の方　 
定員　４０人（超えた場合は抽選） ※最少催行人数３０人（添乗員が同行します）
参 加 料　２２,０００円
申込方法　「市民ツアー希望」と明記し、申込者全員の住所・氏名・年齢・電話番号
　　　　　を記入の上、６月６日㈮までに 　 ・

企画・申込先　㈱高山エース旅行センター
〒 506-0053 昭和町 2-116-1
☎ 35-0839 FAX34-7535（日・祝定休日）

飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況
（平成 20年 5月～平成 26年 4月）

寄 附 件 数　337件
寄附金総額　36,089,694円 TEL FAX
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古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

印刷／有限会社 大六印刷

桃 咲

ヒ大

源郷くぐのからのプレゼント き誇る臥龍桜

マワリの種で命のリレー空に膨らむ夢と熱気球

久々野美化推進委員会が“桃の枝”配布 宮小６年生がガイド活動

岩滝小学校が人権推進校におっぱら夢組合が熱気球体験を開催

　県内有数の桃の産地である久々野町の久々野駅周辺美
化推進委員会(委員長・尾

お ざ き

崎敏
としゆき

幸さん)は4月15日、JR高山
駅前で桃の花芽のついた枝を観光客に配ってPRしました。
　同会は毎年、果樹園で剪定した桃の枝を多くの観光客
が訪れる春の高山祭にあわせて配布しており、この日も
「また来てくださいね」と笑顔で呼びかけながら枝を渡
していました。

　宮小学校の６年生28人が4月23日、臥
がりゅう

龍公園を訪れた
観光客らに臥龍桜を案内しました。
　児童は、見ごろを迎えた桜のもと、手作りの資料を掲げ
ながら臥龍桜の歴史など、事前学習した成果を訪れた人
に説明しました。
　班長を務めた芝

し ば の

野泰
た い し

志さんは「緊張したけど、これから
も守り続けたいという思いを込めて一生懸命説明しまし
た」と笑顔で語ってくれました。

　次代を担う子どもたちに人権尊重への理解を深めても
らうことを目的に、岐阜地方法務局および岐阜県人権擁
護委員連合会により、岩滝小学校が平成26年度人権推進
校に指定されました。
　4月21日には指定書交付式と人権花植え集会が行われ、
児童20人全員で昨年度の人権推進校・下呂市立竹原小学
校から“命のリレー”として引き継いだヒマワリの種をま
きました。

　パスカル清見オートキャンプ場芝広場で4月27日、オー
プニングイベント「春の大空・夢体験熱気球＆凧あげ祭」
が開催されました。
　これは、同キャンプ場を運営する「おっぱら夢組合」が、
新たな集客を見出そうと実施したもので、当日は、風の影
響の少ない早朝6時からの体験にも関わらず、夢の乗り物
に乗ろうと、多くの家族連れでにぎわいました。

あなたの回答が、日本経済の力になる！

全国の全ての業種の全ての事業所・企業が対象となります
平成26年経済センサス‐基礎調査・平成26年商業統計調査

◎２つの調査は、ともに平成26年に実施するため、調査対象となる事業所や企業に
　おける負担の軽減、効率的な調査の実施のために、一体的に実施いたします。
◎結果は、社会経済の発展を支える基礎資料として広く利用されます。
◎調査票は６月からお届けします。７月１日以降に提出をお願いします。
調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。 総務省・経済産業省・岐阜県・高山市

調査日は
7月1日㈫
です！


